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GAIAを用いた赤道プラズマバブルの発生・成長を支配するパラメータの

解析

Analysis of parameters controlling the occurrence and growth of

equatorial plasma bubbles using GAIA
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　我々はこれまでの研究で、全大気圏-電離圏結合モデルGAIAを用いて電離圏におけるレイリー・テイ

ラー(R-T)不安定性の線形成長率を求め、観測との比較を行ってきた[Shinagawa et al., 2018]。その結

果、R-T不安定性の線形成長率が高い値を持つ日は赤道プラズマバブルが実際に発生さた日とかなりよく一致

することがわかった。従来から言われているように、GAIAモデルの線形成長率の解析から、赤道プラズマバブ

ルの発生・成長は下層大気からの大気波動と地磁気活動の両方の影響を受けることが示唆されている。しか

し、電場、電子密度、中性大気の密度、速度などのさまざまなパラメータのうち、何がどの程度効いているか

については、定量的に明らかになっていない。本発表では、これらのパラメータが変化した時に、R-T不安定

性の線形成長率がどのように変わるかを調べ、赤道プラズマバブルの発生・成長を支配するパラメータの重要

性を調べた結果を報告する。
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